
雨
合
羽
を
ん
な
遍
路
を
繭
と
な
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
遍
路
は
四
国
八
十
八
ケ
所
の
札
所
寺
を
参
拝
し
て
廻
る
巡
礼
。

マ
イ
カ
ー
や
団
体
バ
ス
の
一
行
が
多
い
が
、
歩
き
遍
路
も
増
え
て

い
る
。
天
気
が
悪
く
て
も
予
定
決
行
は
、
吟
行
と
同
じ
で
あ
る
。

大
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
頭
に
は
遍
路
笠
、
全
身
に
雨
合
羽
を
纏
っ

て
の
読
経
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
は
ど
こ
か

艶
っ
ぽ
い
雰
囲
気
で
、
読
後
、
馥
郁
と
し
た
気
分
に
誘
わ
れ
る
。 

　
前
書
に
高
知
四
句
と
あ
る
。
平
成
三
年
、
高
知
で
四
国
地
区
湘

子
指
導
句
会
が
行
わ
れ
た
折
に
、
近
く
の
三
十
二
番
札
所
「
禅
師

ぜ
ん
じ

峰
寺
」
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
嘱
目
で
あ
ろ
う
。
石
段
を
上
っ
て
ゆ

ぶ

じ
く
と
全
身
雨
合
羽
の
女
の
人
と
す
れ
違
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
高

い
山
に
あ
り
、
土
佐
湾
を
一
望
す
る
境
内
に
佇
む
先
生
の
後
姿
を

今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。 

１
９
９
１
年
（h3

作
）
第
九
句
集
『
前
夜
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


